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今後自院にて始めたいと考えている取組 自院の役割を担う上で課題と感じていること

目黒区 世田谷区 渋谷区 目黒区 世田谷区 渋谷区 目黒区 世田谷区 渋谷区

不
足
し
て
い
る
医
療

○療養病床

○緩和ケア病床

○目黒区・世田谷区が中心となる
北部・西部の圏域については、急
性期、救急、災害医療機能を担う
医療機関が不足している。

○複数の区に跨るような災害医療
対策については、円滑な運用が
できるよう東京都が主導となった
システムの構築が重要。

○高度急性期病院が世田谷区内
になく、近隣の区に依存してい
る。

○休日夜間の医療ニーズが高い
地域であるが、時間外に診療可
能な病院が少ない。

○小児在宅医療ケアを受け入れ
てくれる医療機関

○小児期発症の成人期の寝たき
り患者を受け入れてくれる医療機
関

○リハビリテーションに対するニー
ズが大きいが、在宅患者の運動
期機能をきちんとフォローアップ
できるところが少ない。

○認知症、精神疾患を受け入れ
る病院はあるが、スムースな受入
体制ができていない。

○精神科病院の偏在が特に城南
地域にはみられる。

○小児に対する訪問リハビリ、訪
問看護ステーション

○急性期後の患者が継続的に療
養できる病院が不足している。

○小児科、産婦人科について
は、数量的にも不足している。

○身体的疾患で入院している患
者でも認知症の方が増加してお
り、今後、転退院先の確保が困難
になる可能性がある

＜自院の診療機能の向上＞
○手術後の患者の受け入れをさ
らに推進し、リハビリテーションを
実施して早期退院につなげてい
きたい。

○健康増進施設を開設し、疾病
予防、健康寿命の維持を行って
いきたい。

○地域医療連携病院をめざし、
地元医師会との連携強化を図る。

＜地域との連携強化＞
○小児の在宅移行を、地元医師
会と連携して、促進していく。

○小児在宅患者、成人以降の患
者に対する地域の理解を促進し
ていく。

○病院、重心施設、開業医、在宅
医、小児科、訪問看護、薬局など
の職種の垣根を越えて、実際に
医療的ケア児を診られる人材を
増やしていく。

○地域で診て頂いている症例を
通じた勉強会を開催していく。

○地域包括ケア病床を持つ病院
との連携を促進していく。

＜自院の診療機能の向上＞
○在宅患者の病状悪化時、終末
期、レスパイトなどの積極的な受
け入れをさらに進めるとともに、リ
ハビリテーション機能の充実を図
る

○かかりつけ病院として機能充実
を図る。

○新専門医制度で認可された総
合診療科の設置により、総合診療
医の育成を図る。

＜地域との連携強化＞

＜医療機関間・地域との連携＞
○在宅医やケアマネとの連携

○住み慣れた地域で療養を続け
ていくためには、地域の全ての医
療・介護の提供機関が治療のみ
ならず患者の生活や療養環境の
サポートを含めて同じ方向性を共
有する必要がある。

＜人材の確保・育成＞
地域において救命・災害医療及
び高度急性期医療を実施してい
く上で最も必要なのは、医療従事
者の確保である。

＜普及啓発＞

＜医療機関間・地域との連携＞
○夜間の場合、他医療機関受診
患者を診療する際、情報共有が
出来ないために治療内容が分か
らないことが多い

○病院間の連携パスが全く機能
せず、患者の状態がわからない。

＜人材の確保・育成＞
○医療的ケア児を診ていただけ
る人材が少ない

＜普及啓発＞

＜医療機関間・地域との連携＞
○急性期等の医療の提供の際
に、認知症の患者が安心して入
院できるように体制を強化すること
が今後の課題。

○心臓リハビリテーションの体制
整備

○急性期リハビリテーションの充
実

＜人材の確保・育成＞
○看護師、介護士、理学療法士、
作業療法士などの必要なスタッフ
の確保

○麻酔科医・感染症専門医等の
確保

＜普及啓発＞

地域の医療の現状の認識（充足していると思う医療・不足していると思う医療）

充
足
し
て
い
る
医
療

○24時間対応の訪問看護ステー
ションを開設する看護管理者が増
えている。

○退院先を見つけるのが非常に
難しいという感じは今はなく、充足
していると言えるのではないか。

○大病院、回復期病院、療養型
病院、在宅医療を担う医療機関
が充実している。

○区西南部でも特に渋谷区では
高度急性期、回復期、慢性期とも
需要と供給のバランスは比較的
良くとれている

＜自院の診療機能の向上＞

＜地域との連携強化＞
○地域の医療機関（在宅医療提
供機関を含む）、介護施設、訪問
看護ステーション等と研修会、症
例検討会、意見交換会等を今後
更に拡大し、連携を強化し「顔の
見える関係」を強固なものにして
いきたい。
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各機能（高度急性期機能・急性期機能・回復期機能・慢性期機能）及び在宅医療に望むもの 予測される将来の医療の状況、将来の医療体制を検討するにあたっての考え方

目黒区 世田谷区 渋谷区 目黒区 世田谷区 渋谷区

高度急性期
機能

○高度急性期病院からの転院受け入れの際、今
後の方針を伝えず転院させていることが多い。

○24時間の救急の受け入れ

急性期機能 ○高度急性期では見きれないが、回復期等では
見れない患者層に対する医療の提供

回復期機能 ○高度・急性期を脱した患者の受入、医療を見れ
る範囲の拡大

慢性期機能 ○長期入院への対応

在宅医療 ○地域の医療・介護の提供機関並びに医師会、
行政機関との連携強化が必要である。それぞれ
の機関が情報共有等を密にしていくため、研修
会、症例検討会等を実施し「顔の見える関係」を
お互いに構築していきたい。

その他 ○精神科医療中断・道両者に対する往診医療体
制の充実

○在宅医療を必要としているのは、高齢者だけで
なく小児も同様であることを認識していほしい。

連携をどのように行うか。行政単位ではない取
組。役割分担の明確化と連携の在り方を見直す
場。グループとして活動できるmotivationを推進し
てほしい

＜予測される将来の医療の状況＞

＜将来の医療体制を検討するにあたっての考え
方＞
○高度急性期、救急、災害医療を担う医療機関
は渋谷区を中心とした東部側に集中しており、目
黒区・世田谷区が中心となる北部・西部の圏域に
ついては、高度急性期等の医療機能を担う医療
機関が不足している。

＜その他＞

＜予測される将来の医療の状況＞

＜将来の医療体制を検討するにあたっての考え
方＞
○数年後には、一般総合病院の小児科入院ベッ
ド数、小児科外来機能は縮小する可能性が高い
ことから、その機能の集約化を検討する必要があ
る。

○二次病院小児科で医療的ケア児をどのように
すれば診ていけるのか検討が必要

＜その他＞
○終の棲家となる施設の不足。在宅医療、看護を
担うマンパワーの不足

＜予測される将来の医療の状況＞
○高齢者の救急ニーズは増加し、また、専門医療
分野でも、高齢に伴う疾患や合併症は増加する。

＜将来の医療体制を検討するにあたっての考え
方＞
○救急対応後の転退院、在宅への移行を円滑に
行っていく仕組みづくりや合併症の増加を前提に
した医療提供体制づくりを考えていく必要がある。

＜その他＞

○急性期病院としては、回復期、慢性期機能を有
する病院、在宅サービスを担う関係機関とのより
一層密接な連携を希望
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地域における将来に向けての不安・課題 今後調会議で取り扱うべきと考えるテーマ その他

目黒区 世田谷区 渋谷区 目黒区 世田谷区 渋谷区 目黒区 世田谷区

医療連携 ○急性期の治療を終えた患者が
回復期・慢性期の病床及び在宅
医療に移行する過程の中で適切
な治療が継続的に実施されるた
めには、更なる医療連携の強化
が必要である。

○医療連携に専門的にかかる人
材の不足

○在宅ケアが不可能な長期慢性
入院患者の療養型病院への転
院ができなくなるのではないか

○相談支援専門員の不足

○療養病棟の入院患者の退院
先の確保が不十分。

在宅医療の
提供や地域
包括ケアシ
ステムの構
築

○高度急性期・急性期の治療を
受けた患者が地域の医療機関
及び在宅での療養に移行した時
に治療内容を継続的に提供して
いくために必要な地域の医療・
介護の従事者や行政機関との連
携が課題である。

○保険点数の充実（院内で診療
したほうが効率が良ければ在宅
を増やせない）

○小児在宅ケアを対応できる機
関の確保に不安がある。

○今後、在宅医療の質の向上、
緩和ケアや看取り等に関するさら
なる検討、取組が必要と考える。

区西南部の二次医療圏におい
て、高度急性期医療、急性期医
療、救急医療及び災害医療を担
う医療機関は渋谷区を中心とし
た当二次医療圏の東部に集中し
ており、二次医療圏内で医療資
源の偏在が生じている状態であ
る。
今後、急性期の病床から回復期
の病床への医療機能分化を検
討していく上では、
・当二次医療圏域内を詳細に分
析した上での具体的な対策の検
討
・それぞれの病院が実際に行っ
ている医療資源の投入量と重症
度の実績
を勘案し、「どの医療機関にどの
機能（高度急性期・急性期・回復
期・慢性期）を担ってもらった場
合、地域包括ケアシステムが円
滑に機能するのか。」という観点
で検討を行っていただきたい。

○ＭＳＷの配置に対する加算を
充実させてほしい（役割が大き
い）

人材の確
保・育成

○特に医師の人材の確保・育成
が重要な課題である。

○小児病院の特殊性を考慮に
入れてほしい。

○保育施設も含めて小児から老
人までときちんとケアーするシス
テムを作ることが重要。

○医療的ケア児の震災対策、避
難場所の確保が行えていない。

○専門医制度の新制度移行に
よって、産科医師、小児系外科
（耳鼻科、眼科など）の医師の確
保が困難になる可能性が大き
い。

その他
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渋谷区
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